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On the 20
th 
March 1995， the Japanese people were seriously shaken by a terrorist attack that 

released sarin gas on a rush-hour Tokyo subway， which killed 13 people and left more than 5，000 

injured. Several stuclies have reported 110W the survivors suffered serious aftereffects in terms of both 

physical ancl psychological symptoms， including ophthalmologic problems. However， previous studies 

have also raised doubts over whether the victims woulcl still exhibit such symptoms 20 years after 

the victimization. This study seeks to tackle these concerns， through a survey that was administered 

to 953 victims and their families and received responses from 299 victims， in order to identify any 

changes in the victim symptoms compared those reported in prior studies. The results of a じtest

indicate significant differences in terms of self-reported symptoms between our sample and those 

reported in Matsui and Sakurai (1997)， which was conducted two years after the incident. All physical 

symptoms (12 items)， eye symptoms (7)， and psychological symptoms (4) had cleteriorated. Aclditional 

compar古onswith other studies also support the evidence that indicates that tbe sari口-gasvictims have 

su百eredlong伊termaftereffects. 
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問題と目的

地下鉄サリン司手件とは， 1995:{1ニ3月20El ~こ発生し

たテ口事件である。オウム真理教は。朝の通勤ラッ

シュ 1I寺を11]し¥警視庁等がある霞ヶ関駅を通る東京

の営団地下鉄(当時) 日比主主絞とメLの!大山i!。 干代EH
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訴の 3つじつ路;擦の列車内及び駅構内にサリンを発

散させたo I号事件による兆者は釆ゑ:と!訳職員13名‘

負傷二月'は5800名以上にのほった(r.~î美 2015) 。

報道記者であった第 i

IU史被告:者と遺族のlf:(;jせを出告し

持ミジ〉長容をに担うという、近年の辻本では例

のないテ口事件でみったために，社会のfJiJ撃は大
かった c -!}.{l tl守多くの人がまだIl+J¥_，)たことがなか

リンという1;1;，11三ガスがイわれ号被害者がIJの来
状や千!jl(I':'Jな不安をi訴えるベペ選法の悲しみの

が。テレピヤ新1mを通して伝えられた。また rpTSD

し心 f内外122抜ストレス \~E~ 告 )J とし、ぅぞが大きく宇ii

j草された。 If~J :~j}.件!斗民年;こ先生した阪神，訟指大

災とともに. 1約の!]本を象徴する11¥

事件?な 浩子;失サリンヰf.fi:被;存者の会がま完成され

た(:liliI、¥扶サワン7)i.1'I".被写訴の会 1ヲ97)。第]手!?

主;は司会の汽友lU:話人である被害者支の椛シズ

:J:.L"¥:‘ j主下鉄サリ

1:と:Aiに述絡を取り合い、遺肢の忠い
の古しみをどのように伝えるのかについて玄克交掛

行い. 1995:i'Vから2令部年の10ゴF-IIJJ.手11追を通じ

地とiナリン付与の殺害の重

lilで浮かび i三がった大きな詩型i之被害者が一見し

ただけで;主主し寸志:IRをJ包えているように見えないこ
とでおったc しかし.被告おマ〉中には. 20:¥1'，誌の現

在もはの疾:Ikを訴えてi急設する人がおり‘ネJt完ふっ
治、さどるlJi誌の機能がダメ

車内訳により桁模されていた(託子三新UfJ.20i5J。
また、地下鉄という出こられた空間のなかで来持が

次々と W11~1死者がJれるという白ゴI"H'Î吉かつ笠1. 1設をまを

ゐ経験がもたらす心的夕刊加えて !~J叩H去はね

の抗:!)とや精神:JiE:1犬などこれまこ体験しなかっ

1);1 ぺ~rVJの京:1丈を抱えているニとのに対してマ j詩

闘の泣 iづ?といえずヰj1[にこ:泣立社1上斗注サ平jド1をお?られな
く3主な2字:つた人もいた :行J地虫也'1下iドご詰鉄勺)-iリjン1司可弔弔ドド…パムi.f付j'
jヲヲ引7)c 

のような;刊誌完 iじ]:L)'i{'l:の被で(i'に対し

はこれまでに身体症状 [1の詑:1丈 精神i訂大を確認

する間数め議査が行われたむ二去の身体:Jf('lkと

N 
u主的)がよJf.1'J:の誌に

被告:nfJのよL¥た 1ずlに認容を依頼し調子主力のIhJ
意が諮られた1545名に紙を送ねした。

!司容は J247~〆f であった。玉川本 )j'l~:j)¥についてLt，

V i 8言l. I tlが:絞れぺ〉すい 34誌等がみら
れたっやJi症状では，存体!投:lu!;!J¥(1“突r)_，;にiJf.{'/:の

光崇がよみがえる 18%. 1地下鉄に来るのがl(ljl:¥

14弘)や :ilffi4.fl::1支(1忠L、Jれさせる鈴子j話jiji'を;避
けるJ10%)が践容していた。
事件の 5王子訟にもn引禁の調査

対箭室-科学警手続liJI 究所ネiH導íí)f~t t.i. 2002)が， 第

IITl挺で回答協力をしたl477名に対して行われ

たの斉効i吉右ま837ちであ ιliirjllj諦脊と比較し

た結栄.

l'お句欠押えに司王ず;・0)1時のうti-j;がよみがえるJ(土
1 S9(). 1 (1分心身におこったこととは思えない lは
1またiム;乙被告に担うのではないかと心配だj

はで=あったのまた冨校・仕事をベコめたj

の11'.ずiの変化を挙げたAは九にのぼり， さら

ii'jlJネlll:;iir::lkがmJlmの人々に浮解されないJ43'%. ，身
j4( ~Ù: :1)，7) i !r1d 1) rlの人々に理解されなしリ弘， という

11.11答が多く. ':Jff!1二から 11寺院が経過すると!二対人iV:]
-M らかの I~i;~: 主:を感じみようになっていたっ

万.NJdi くの主主制IJnl:ql:~S :J i;.]ljえではー 叩時多くの被

訴を受け入れたがー その法去三金者を討象とした長

淵去がいくつか行われた'"11: :I!Y. (的5)は. !Jf.i午琵

I:j:.から iヶ月誌に，耳'Jb~主主llloltll号H詩 I:~とを受診した610

名を対象に割引を行い， 176:れが"11字干したね日生Yj:去
に近づくと恐'111i誌を覚えるJ32(){)‘i:j出:Jけない-
覚めるJ29弘. iιJT.fi:を織り返し忠起するJ

16%など被告:者会f心舟に抱えているInJ;告が挙げら

れたり

松:)1:・ 4嬰 ~I: (1分97)は平件。:2 (交 JWb!fr}JliIJ<!I宅4

:hJ，j院がきJIf'I: Hネ日としてそけ人れた640れの被ず
を会;象に i制 f~ を 1): つん。 Ilïj 指先では、うか

IIJ!与があり (1111符平;よ19.09())，リj刊二167rl己主(-)(X，上

京せ的う(，1].41}6)、ヂ均年齢はり)'n:.がうな8jf主， k
'1'1:が30. 訟で為った。身体~n~:1犬の江主:1えあり jの:i1flJ

f干は. ¥からだが干すいJ56九. rからだがだる
しづ 44%. ，からだが緊張しているJ35 9~) であったの
の症状は. ，1]が疲れやすしづ侃tJ{) i Iとjがかすん
くくなつた j日19弘{ら〉入争 !汗!の J~，詐住1井京Jミ:し.r点Iぐ主令主三川カがff什?わせせ呼にく

く主な:つた I4や付4%であつた G *ミ引!

苧苧φ{宇許件~I牛;ド二 3弓3見え引iL日j培j場各に i近5投目づく ニと:仁こ;毛i三tよ岳L.叶ι?怖i冊諦首布桁J口!感i惑2芸:ωカがfある.J討号%‘ 日忘
れっぽくなったJ 弘などであったのこのうち11の
本状:;サリンによる?を杭と考えられ，今械も j三

WJにわたる綬察が必裂とされた(松)j:・ 1理JI:
1997)。

Kawana (京市1) はー H']h1各)Jn間際病院の忠許を討

さととして z 事件:i'rf去から 5王手法における謎宇?の

身体主主:1ノどや*i'f11IJ品:材、をJU乏した。 1997年からi的8:.'1'
にかけて身体主主:1)よ子討の詑:IKが ill'~ィとしたと !iq 符し

人は減少したものの宅 2000iFには再び志化してし 1

ななブオ Dーアップや政再Jの誌がない

となり、 さらに主J[mO)J!11解のうこ知
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?こ 5

iえ PTSDî主 :1丈としユう 1~î}長から

ら!;-PJf去と 6ヶ丹後11寺}互において， 病i誌
を対象にした調査では2 出来事インノマ

クト尺)1lmpact of Event Scale (1ES: Horowitz et 

al.， 197引のハイリスクにあたるお点tU二に設当し

人が]ヶ月後で2096，己ヶ月設は26%で為った

-三宅主同部)。

fこn

Kawana， Ishim註tsu，話註tsui，Tamaki，長 l{anda

(え事手!:8 :¥1::'1去に尖認された lmpactof 

Event Scale-H.cvised (})、下lEらR:飛鳥 ::11:，

による

スクし

を対 fこ

た。 IES-Hの今:ι 男性;ま]
した。ハイ 1)スク は。男性

ており差 封'1て1:よち女

ti:がかったc
えな Iま，地下鉄サ 1)ン手持二に関連した身

らされる可能

5年訟に1T;!つ
れた楼察庁二η もの以外見当~たらなし

らお年

し五

lま

封古JII によっ

喜寿査は， 1945j:j三に長崎TI1に投下

)~~者として?認定されていなかった期沼地域にき ji;〔熔

3月)までj舌生してい

市交!JI謀容者12]名の

IES-Iミの得点平均f五日立 あり z

スク殺の判定基準となる点に一致してい

後を経過しても

jゑJ;乙を示していたと
，)スク平のはなし'.)。なおも

見ると， r被ばくによるスティグマ体験Jが影響
していた。

オウム真理教をめぐる-;1患の事件;之持率件から

お与が悦j践し，ょうやく刑事裁判に切りがつい

(吋・む。しかし先述の通り，

害者の症状の1時系列変?とぞ 心身の設については

であか被害当事者からも現況だ揮の必性

が指摘されている。

本研究は同事件から20年後の被害者が市する会鉢

の1.fI~;I)仁科特定;状について，先行読売と比

較を行い φ そのlITl1:g[;j犬j充実子について明らかに

I~l rなとする。
おオ司法究はF 地下鉄サワ

ウム兵:151教犯011被害者支援機構からの依頼を
地下鉄サリン事件の被害者と

揺を把控するために実施さ

である:九

方法

支援機構か

したっ配布対象?ムオウ

の:Ik

l宗tiff‘

している問事件の被害者および家政;

1l39~ちのうち， 連絡先がllJIV-jした953名である。

J!;.(は名〈回収平:34，1%)で有効mr は317名

。滞在II~- にお ltる被ぞ?の身体lil~;U~ ， の主:口仁村1=111 杭

状のJJt:1丈および:説;吉田の検討:こついては， ii'Ji椛・ 11/1
ト小林・議11/ 松井切ら〉で発表決みである。
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であった。被害者本人はヲ名を家Ji長

名 2 不 I~j 1名であった。

調査時期 20141:1::10月かち丹に実施した。

調査壊詔

(13項目)， 
状 (4 :g~[ )は，松井

i時株の項@をj有いた。

状がないよ口少し試にな

が我慢できるJ.

ちスト

した方への相談窓立を設けたが，利用

いなかった。本研究の一起について， 1TI1:i誌名;こ

イードパックを行つ

結果

S名な

l名であった。年齢議成辻， 20ft0名 (0

代 S名%)， 40代78名%上

06.1%上前ft86名%上
80代問、上1 ー不1'9:J1 ~r 

身体拡状・毘の境技・精神症状の宥無

l~l の杭 :1九精神症状について日=全

く症状がないjから-いつもあって設捜できな

いjのうち 11=まったく 1fJ:.:1犬がなしづを除く 2か

を選択した調査参加者の割合を「症状ありJ
して算出した円、日ble1)。その結果， 1 ;m~;l丈島 i')

{え身体支とし

円本が披れやすいJ 体が緊張しているJ
(51 %)の 3 写I が50% を j巴えた。のjJl~:1火として

IOが疲れヤすいJ ‘18がかすんで見にくく
なったjけ1 ，1 j~1 の主点があわせにくくな
など?現13のうち究lヨで主丈ありJが
えた。 1管制l~f!~;lk として仁志れつ{宏くなった j

(61 が5台%を拙

よえj易に近づくこと

がなくなったち菱

叩%近くであった。

2年後調査と本研究との詑較

った

につ

日は;主主;鎖 IfTJ で ;m~;lkが主かったの

きの痕.:1犬については 7 ~又 I~I すべてで 2 彼よりも

と本研究における f症状ありJ群の誤
合比較

これまでの研究で示された地下鉄サ 1)

者の身体拡:1九告の京;1犬， 1;;\叶'íI1jJ~;誌のうち 3

自について本調子tとの比lj安をヂ?った。ただし

これらのよと較は，開査によってlITl答の選状肢が異会

十…慨には比較できないため.参考資料としての

分析である。

ヰ7

1浮研究室

れ

であった。事件室長と:ij-'.{去の液状についてたずね

た第一1mの言語去では. Ai:/)¥(ま[あり j と「なしJ
2件でlITl答を;J<:めていた。第二日の

している I?JHとしたJ.1-改
いjの 4 ミでlITl容をボめてい

た。!改替したJ.i継続しているよ p主化したjをi症
状Jうち jとした。 1省宇111品誌の「忘れっ Jまくな
選択j皮[よくあるJ.f'時々ある j を九'J~;I丈あり J

した。

-fj， 後

ありJの割合が増加していた。ま
すじをひきヤすいjと「めまいがするjの二つの症状

はも事件の経泊とともに九日犬ありJ
した。なお，本議去における fどきど
が緊i]JミするJ(ま 2 護察rT犯罪被:存者対掠箆・
祭1iJf究所在等研究 (1999，

心lJj立がどきどきするム

?こD

の症状も身体長J~;lk とに‘ 3 よび5年
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後は事件i直後より「症状あり」のi則合が減少する-

)J'， 20年後(オζ訓は，事件直後よりも「症状あ

り」の割合がNIJJIIしていた。なお，本調査にお;〉る

「かすんで見えにくい」と「焦点をあわせにくい」は，

「祝力の低下J， 1ものがこ震にほんヤり見えるJと
それぞれ比III交した。

~'l'日1j 11fl~状として， 11iliTjO-:や事件3J~J坊に近づくこ

とに恐'怖感があるJ， 1司王1+にふれるのを:Ili1けるJは，
3年後および5年後は事件直後より「症状ありJの
i!司令が減少する一方， 20年後(本調査)は。事件i査

後よりも「症状あり」の i!f~合が的力1I していた。「忘

れっぽくなっfこ」は¥1寺IHJ経過とともに徐々に「症状

あり」の訓合が噌力11した。

次に盟h主力LI国際病院などの医療機関に搬送された

1)入院したりした患者を対象に，事件から 2年後P

51jミ援， 6正4年Fミ後に行われた捌査(松井.概概H列井:1十lド二
]円99貯7;大j渓柔引{他也， 2003;清水他， 2002) と本調査との

比較を行った (TabJe3)。これらの調査は，いずれ

も本J引先と向じく 5件法であった。 11=全く症状が
ない」から 15=いつもあって我慢できないJのう
ち 11=まったく症;1犬がない」を除く 2から 5を選
択した別査参加者の割合を「症状あり Jとして算出
した口

身体症状は， 12項目のうち半数の 6項目でいった

ん下がり続け， 20年後に高くなった。「忠苦しI_， ~ J， 

I!J旬が締め付けられるJ，1どきどきするJ， 1頭痛が
するJ，1体が緊張するjは，事件2年後より 5年後
の方が「症状あり」の割合が地力1Iし， 6年後は 5年

T'ableJ 
中件直後， 351二後， 511:後， 2011"1去における Iil'l~状あり J の人のrilJ合

警察庁 警察庁

第一一i己i制査
3 

査

後

H
吋

ド

ド

一一コ山

F
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A
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¥

J
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J
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察
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一γsγ
ん
川

4
4

身体症状

1 q6 a体がだるし 1

2 CJ6_b披れやすし 1

3 CJ6_c)語、l牙1¥をひきやすい

4 q6 d 微熱1''-''る

5 q6一e.忠息自息、J伊?苛/

6 q6 f JJ胸I陶f旬サ折f刊締?背古1;め{付付τサ寸J-一けられる
7 【q6一gとど令きどきする

9 q6 iお)J担がmい、
10 q6j食拡がない

11 q6 kめまいがする

12 q6_1 DJi1市がする
J3 q6_x刊にが緊張する

l::!の抗状

1 q6_ffi 1~1 が抜れやすい

2 q6 nかすんで見えにくい

3 q6_CJ j主点をあわせにくい

4 q6_o泣くが見えにくい

5 q6_p近くに見えにくい

6 q6 r 1=1ゃにがよL¥る

7 

*iI11111.ú~ :1犬

1 q6:::-.~ 地下鉄や事件現場に近づくこと
に ?~~'I'(I司法がある

:2 q6 u司E件にふれるのを i控しする

3 q6_ v :忘れっぽくなった

ど1q6_w気力がなくなり、憂置すな気分に
A なる

29.3 8.4 34.3 

22.3 ]9.9 40.6 

4.7 8.8 23.3 

13.6 1.8 ]7.3 

31.3 3.3 23.8 

23.8 

9.9 門7.5 22.3 

5.8 1.7 11.7 

15.6 u 13.9 

21.3 4.5 25，) 

37.4 9.6 33.8 

3.5 1.8 } 0.9 

51.1 33.5 43.0 

38.0 26.3 37.1 

27β ]0.3 19.0 

30.1 

18.4 

33.3 

13.9 20.0 

10.0 

25.2 

警察庁市tJ査における項目

56.9 

62.5 

38.4 

21.4 

35.4 

32.4 

41.8 !~'.に心j蹴がどきどきする

23.4 

19.4 

44.1 

41.8 

50.5 li;Jii立する

76.:-3 

70.6千JUJの低!ご

65.9 ものが二重にぼんやりみえる

63.5 

63.2 

47.5 

36.4 

47.9地下鉄に乗るのが'怖い

43.8忠い出させ一る物やJ訪問?をjlltける

60.9 

48.5 

10.2 

15.。
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す}、

jは急

とともに f長:11えあり iの割合が増加した。
自の症状7項患に閉して，

後あるいはる年後に犬あちJの割合が減少する
もみる一方，増加する症状もあった。しかし2

5年後， 6:{1三後よりも

ちJの割合がすべての項目で増加し
キミ4 1ヨにi羽しても 詔の詑;1犬と!日j棋のまさ
牙さであ号 20J!::{去は王子長 ip(去， (j.11ミ後とよと

ぺて，すべての項目で f症状あ 1)Jの割合が増加し
ていた。

'1ミlble

考察

1ft]司王子ドから20.1jミ後の被害者にどのよう

な;JJi-:.:l丈がダ支っているのかs これまでに郡安された身

自の詑:1九給千判定:lkは11:[1復したのかす思イヒ

したのか9 みるいはダえ右:したままかを明らかにす

13 iちとし

事手j: :，q三後の捌宜(松井:・概ヂ1:，と本調査
における身体症:1え の症 1'¥¥j子1!lji!':;1文を比較した

結果，多くの項!ヨで被告;者の症状i之 20iP.{去のブJ'I)'!'

くなっていた。とくに毘の症j丈(7頃@)と耕輔i

j訂丈(4項目)はz すべての項目で20年援の方が

]マヒベてょが主かヮた。こうした誌;詳しUj~'fヒの

しfこ方のサンプリン

グノすイアスや名・ ;i![f，記名な

身体症状の抗:1九 ~'il!tlli1fl~;伐におけーゐ事件 21F誌の続安

フ

1 梓がだるし〉 261 1.72 2.05 0.93 1.り4 3.81 (532)本

2 絞れそ3すい 262 1.92 0.99 1.11 3A7(536)本

3 q6_d弘 uき 276 1.52 1.68 0.81 0.96 
本

4 q6_d設黙る 286 1.21 0.55 0.88 

忠唱しい 4こ三;伊〉丹f 267 1.58 u‘57 0.89 5.25 (521) 水準*

られる 256 之67 1.60 O.も2 0.9l 4.99(521) 本傘
rア

4フ2 254 1.37 1.72 。象アど 0.94 4.81 (526) " '" J 

9 お裁が高い 256 266 1.27 iき 0.66 0.75 1.84(520) j 

10 q6j食欲がない 26L) 1.18 0.57 0.76 
11 qえJ.;:めいがする 267 1.38 0.7.1 J.02 6.00己之0)本木本

ITJ'i ;1;ちがする 264 1ぶ1 1.88 0.89 1.10 3.92(520)本車水
/フ正〉 261 269 1.68 之09 1.07 ]ヲ

\~I の

IJが疲れやすい 之67 2.26 2.84 1.10 ]之3 きく543)
司区

? か寸んでよ1え くい 1.88 l.09 1.26 
*本*

3 q6 0 くがよもえにくい 271 1.74 1.06 1.:30 
4っ近くに見えにくい 2fi7 2.50 0.99 8.8] 3撃ちネ

焦点をあわせiこくい 260 2.~、2313L 1.00 7.75(530) "等不

1=1ゃにカなじる 258 之67 1.45 L90 む 1.0ら 三39(523)本

256 1.25 し76 0.64 1.07 

1 q6_t 地下鉄や平幹事誌に近づく に恐'j{~j
269 1.45 上告G 札73 6β キ*

}患がある

投手手1: に丹9~れるのを選吟る 271 1.95 1.0。 3.87(528) 本

2.26 0.86 1.17 8.01 (537) * 
1.57 2.03 0.91 1.H) 
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五三，年齢による影響も考えられる。しかし， I司事件
の被告:者の村中1I症状が遅発していた事実(l{3w3na

et 31.， 2005 ;替察庁犯~l~被害者対策室・科学1tt句研

究所有n導研究室， 2002;大渓他， 2003) を考慮する
と， I訂j司王イ'/j二の被害者の症状は， 20:{1三の11守111]がたって

も!段iFi択されるとところか， むしろ遅発し，主主化してい

る可能性が考えられる。

本研究では 3 身イ~;:1.iI~;/)~. I~! の症状P 精ヰill 1.jl~状の有

1!¥f，について柿:認した結栄，多くの被害者の方が「体

がだるいJ. I oが疲れやすいJなと手の何らかの広:IJ
があった。-!.Ji件から20年経過しでもなお多くの人が

何らかの症:1犬で、苦しんでいることがIV'Jらかになっ

7こ。

また，参考資料として，事件直後， 2 il"::後. 3:q三

後. 51，1三後， 6:¥jニ後に実施された各司liJ査と事件20年

後に:夫胞された本訓査との「症状あ IJJの割合を比
較した市!十月L，身体症状， I~! の症状， ~'[紳1 I症状すべて

labJe 3 

の項目で事件20年後の方が「皮状あり」の割合がj:11~

加していた。身体症状やiヨの定状は，加齢の影響も

考えられるため，詳細な枚討が必主主であるが3 精神

症状が残存あるいは悪化しているという結呆は2 霊

安であると考えられる。すなわち，テ口事件の被害

者は，事件から長期jを経ても精神症状が回復するこ

とは難しい。事件直後のケアだけでなく，長~OJ にわ

たる被害者へのメンタルケアと経過観察の必安性が

示されたと考えられる口

加えて，同事件の被告・者が:J;jIT.件後に身体症状や特

千Ij I 1ff~;1犬の治療が不十分なまま一定JlJJrm を経て社会復

帰した:1犬況を 1I寺!日JlIil!iに沿って考えると 2 症状を抱え

たまま仕事や日常生活に戻ったが，その後も症状が

1-分に回復することなく，苦痛を抱えながら201，1三を
迎えたと推察される。 何事件の身体症状や I~l の症状

は回復するどころか. 201，1三を~までもなおPJ.~化してお

り， これらの症:1犬に忠わされることによって特ネ1111.主

事件2年後. 5 :i'j"絞， 61f抜. 20 1 1': 1'去における 11ι11~あり J の人の jJ司令

22出力u YrrJJ(他 大渓イ也
本調査

211三後 3 

qG_dイイょがだるし、 44.1 37.9 33.9 56.9 
? q6_b披れやすし、 55.7 41.4 33.0 62.5 
g、3 q6_c)孔邪をひきやすい 34.0 23.3 16.1 38.4 

4 q6_d i;投?y¥ll'lる 14.4 13.3 9.8 21.4 
「。q6 e忠、苦しい 17.1 31.0 17.9 35.4 

6 C]6 f)J句がおwめイすけられる 20.1 40.0 11.6 32.4 

7 q6_gどきどきする 24.4 33.3 22.3 41.8 

9 q6 iおJHlが市い 16.8 10胃O 9.8 23.4 

10 q6j 食欲がない 11.3 6.7 6.3 19.4 

lJ q6_kめまし、カfする 25.1 27.6 31.3 .44.1 

12 q6 1 DW市がする 31.1 44.8 18.8 41.8 

13 る 35.6 43.3 24.1 50.5 

iヨの ~iJ~;lk

q6_1l1 I~I が疲れやすい 68.2 56.7 58.6 76.3 

? 【16_11かすんで見えにくい 54.7 63.3 47.3 70.6 

‘:-5 q6 0)主くが見えにくい 41.4 46.7 39.3 63.5 

q6_p近くに見えにくし、 34，) 34.5 29.5 63.2 

5 q6 q イιI~.Z をあわせにくい 43.8 60.0 42.9 65.9 

6 q6_r I~! ゃにカ;:I.U る 26.0 26.7 26.8 47.5 

7 I!H(.こ異物!己主 16.8 23.3 17.0 36.4 

~Ùtljl 1.ιl犬

q6_t地下鉄や事件現場に近づくことに恐怖感がある 33.5 48.3 31.3 47.9 
，) q6_u ~~Ji什にふれるのを iiiE ける 32.0 28.6 27.7 43.8 

34.2 42.9 40.2 60.9 

4 C16 w 気力カfなくな ì~ ユ攻i<ì、:~三回j手、九ナ九、/メごdI'I:::7'j、ぺ~ 35.0 30.4 30.4 48.5 
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も考えられる。

身体的なケアも必袈

~犬をいっそう悪化さ

ため， ~噴 1111的なケアと

と考えられる。

本J者究で誌 z 地下鉄サ 1)

かい 2015:ij:.から2016iFにかけてパワ

ロ司王手iこなどが!立wでテ口事件が1ti次いで、いることを
鑑みると，テロ事件の被害者に関するうJI克を苦刊をす

ることは極めて主要であろう。本研究は，そのう;1]見

のーっとして位置づけられる。
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お
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HOl冶witz，Tvl. J.， Wilner， N" 長 Aivarez， ¥明へ足: 
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Kれはn3，N. (2001). Effects of 

the Sarin Attack 011 the lokvo Subwav 

Systeni. Mi!itwJI Mediciηe，166，お…26.
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3828，マ
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インテリジェンス・レヰマート， 9， 
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中野幹三 (1995) サワン
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182. 

新長恭生 5) 地下鉄サリン事告:から二十年

:通えて 季刊現校饗察，

-岩波 IYJ .清水英前毛

地下jjと-ij-1) 

i'1¥ftljJI玄人 45，

清水法子'大渓俊幸・石松伸一・岩波 fY:J・吉判長

一・丸 IIJ11~1子抱下設サソン事件の被

汁る1若手太一一一長期経過におけ
31. 549-561 
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